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◎嶌田 敏行*（茨城大学 全学教育機構） 

○大野 賢一*（鳥取大学 学長室） 

浅野 茂*（山形大学 学術研究院） 

末次 剛健志*（有明工業高等専門学校 総務課） 

佐藤 仁*（福岡大学 人文学部） 

藤原 将人*（立命館アジア太平洋大学 アカデミック・オフィス） 
◎ 編集長 ○ 副編集長  *大学評価コンソーシアム幹事 

 

 

今年度は久しぶりに対面で大学評価・IR 担当者集会を開催することができました。医療系の大

学のみなさんなど、参加したくてもできなかったみなさまは申し訳ないと思いつつも、対面は遠

隔と比べ情報量がかなり多いことを改めて認識させられた会となりました。知識伝達型と云いま

すか、一方的に知識を流す、一方的に知識を受け取るというスタイルであれば、オンラインとい

う形はメリットも大きいでしょう。さらにオンデマンドにすれば、時間的制約、空間的制約はほ

ぼ「ないもの」としてセミナー等が実施できます。ただ、コンソーシアムのスタッフでとにかく

何かを一方的に話をしたいという者は少数派といいますか、たぶんいません。これはコンソーシ

アムの成り立ち自体が、共に考える場の提供に力点が置かれていたことと関係します。他大学の

人たちといろんな話をする、一緒に様々なことを考える中で、新たなことを発見したり、共に学

びたい。そういうことを自分達スタッフができないよう場で、参加されたみなさんが十分にでき

るわけありません。僕らも滅私奉公のようにスタッフをやっているわけではなく、やはり楽しい

からやっているところがあって、というより楽しくなければ続かないわけです。これは、教育の

内部質保証にも似たところがあります。学修成果の把握や授業やカリキュラムの点検は、決して

楽しい仕事ではないと思います。しかし、やり方如何によっては、極めて充実した時間を過ごす

こともできます。良質なデータに的確な場の設定、そこに十分な動機付けがあれば先生方も楽し

く教育活動を点検してくれるでしょうし、改善ためのアイデアもどんどん出るでしょう。そのた

めには、内部質保証も担当する IR 担当者は、楽しく仕事をしてもらわなくてはなりません。楽し

い、というのは、別に面白おかしくやってください、ということではなく、考え方、実践手法を

十分に学び、心に余裕がある状態で業務に臨めるかどうかの問題だと思います。担当者が楽しく

やっていないところで、改善の議論を行う先生方が楽しくやってくれるわけがないでしょう。そ

のために我々担当者は他大学の同業者からも刺激を受け、実践事例を分かち合いつつ、自分達が

できることをどのように拡げていくか、それを効率的に実現する場の一つが担当者集会です。（湖） 
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